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1.  平成23年1月期第3四半期の連結業績（平成22年2月1日～平成22年10月31日） 

（注）平成22年８月１日付にて普通株式１株につき200株の割合で株式分割しております。そのため、平成22年１月期第３四半期の１株当たり四半期純利益
及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、当該株式分割が行われる前の数値で記載しております。詳しくは次ページの「株式分割に伴う遡及修正
値」をご覧下さい。 

(2) 連結財政状態 

（注）平成22年８月１日付にて普通株式１株につき200株の割合で株式分割しております。そのため、平成22年１月期連結会計年度末に係る１株当たり純資
産は、当該株式分割が行われる前の数値で記載しております。詳しくは次ページの「株式分割に伴う遡及修正値」をご覧下さい。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年1月期第3四半期 1,913 14.3 601 40.0 603 40.1 368 39.3
22年1月期第3四半期 1,673 ― 429 ― 430 ― 264 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年1月期第3四半期 82.56 ―
22年1月期第3四半期 11,850.34 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年1月期第3四半期 2,424 2,094 86.4 468.62
22年1月期 2,293 1,955 85.3 87,533.81

（参考） 自己資本   23年1月期第3四半期  2,094百万円 22年1月期  1,955百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
（注）平成22年８月１日付にて普通株式１株につき200株の割合で株式分割しております。そのため、平成22年１月期及び平成23年１月期第２四半期末の１
株当たり配当金については、当該株式分割が行われる前の数値で記載しております。詳しくは次ページの「株式分割後の配当金の状況についてのご注
意」をご覧下さい。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年1月期 ― 2,000.00 ― 5,000.00 7,000.00
23年1月期 ― 5,000.00 ―
23年1月期 

（予想）
17.50 42.50

3.  平成23年1月期の連結業績予想（平成22年2月1日～平成23年1月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
（注）平成22年８月１日付にて普通株式１株につき200株の割合で株式分割しております。そのため、平成22年１月期の業績予想の１株当たり当期純利益
は、当該株式分割調整後の数値で記載しております。詳しくは次ページの「業績予想についてのご注意」をご覧下さい。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,561 13.1 750 25.7 750 26.0 454 27.5 101.77



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）平成22年８月１日付にて普通株式１株につき200株の割合で株式分割しております。そのため、平成22年１月期連結会計年度に係る期末発行済
株式数（自己株式を含む）及び期末自己株式数、平成22年１月期第３四半期に係る期中平均株式数（四半期累計）は、当該株式分割が行われる前
の数値で記載しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についての注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
 
（株式分割に伴う遡及修正値） 
平成22年８月１日付にて普通株式１株につき200株の割合で株式分割しております。当該株式分割に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合の数値は、
以下のとおりになります。 
・平成22年１月期第３四半期 １株当たり四半期純利益  59円25銭 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 -円-銭 
・平成22年１月期        １株当たり純資産      437円67銭 
 
（株式分割後の配当金の状況についてのご注意） 
平成22年８月１日付にて普通株式１株につき200株の割合で株式分割しております。当該株式分割に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合の１株当た
りの配当金につきましては、以下のとおりになります。 
・平成22年１月期  第２四半期末：10円00銭  期末：25円00銭  年間合計：35円00銭 
・平成23年１月期  第２四半期末：25円00銭  期末：17円50銭  年間合計：42円50銭   
 
（業績予想についてのご注意） 
１株当たり（予想）当期純利益は、当該株式分割が期首に行われたと仮定して算出しております。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年1月期3Q 4,658,000株 22年1月期  23,290株
② 期末自己株式数 23年1月期3Q  189,200株 22年1月期  946株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年1月期3Q 4,468,800株 22年1月期3Q 22,344株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、外需拡大や政策効果等により企業収益が改善し、個人消

費が持ち直す一方、欧米の不安定な景気動向、円高や株式市場の低迷、デフレの継続等、依然として先行き不

透明な状況が続きました。 

 当社グループに関係の深い住宅業界におきましては、雇用・所得の先行き不安等が続くなか、本格的な回復

には至っていないものの、住宅ローン減税や贈与税の非課税枠拡大、住宅エコポイントなど政策支援の効果も

あり持ち直しの傾向が見られました。 

 このような経済状況のもとで、当社グループは、建築設備設計コンサルティング事業における設計積算業務

の市場シェアを拡大するべく営業活動に注力するとともに、中長期的な成長を目指して新しい事業分野を開拓

し、収益基盤の強化に取り組みました。 

 この結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は 百万円（前年同期比15.2％増）、営業利益 百

万円（前年同期比47.5％増）、経常利益 百万円（前年同期比47.6％増）、四半期純利益 百万円（前年同

期比49.1％増）となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。  

① 建築設備設計コンサルティング事業 

 主力の給排水設備設計業務において新設住宅着工戸数の回復及び新規得意先の開拓に伴い設計受託

戸数が増加したことに加え、太陽光発電設備設計受託等の新サービスが拡大したことにより、売上高

は676百万円（前年同期比23.9％増）となりました。また、東京・沖縄・深圳（中国）３拠点の連携

強化及び臨時従業員の有効活用等による業務効率化に努めた結果、営業利益は315百万円（前年同期

比54.0％増）となりました。 

② 建築設備申請監理事業 

 首都圏のマンション・商業施設に関する建設需要が弱含みに推移し、また、当期より会計方針を変

更した影響により売上高は49百万円（前年同期比41.3％減）、営業利益は5百万円（前年同期比

68.9％減）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

（資産） 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて4.0％増加し、2,086百万円となりました。これは、主として受

取手形及び売掛金が54百万円増加したことによります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて17.9％増加し、338百万円となりました。 

 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、5.7％増加し、2,424百万円となりました。 

（負債） 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて4.2％減少し、302百万円となりました。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて25.0％増加し、27百万円となりました。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末と比べて2.3％減少し、329百万円となりました。 

（純資産） 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて7.1％増加し、2,094百万円となりました。これは、利益剰余

金が145百万円増加したこと等によります。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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② キャッシュ・フローの状況  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連

結会計期間末に比べ49百万円増加し1,573百万円となりました。当第３四半期連結会計期間における各キャ

ッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、166百万円（前年同期は135百万円の獲得）となりました。これは主

として、税金等調整前四半期純利益276百万円を基礎として、法人税等を128百万円支出したことによる

ものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、2百万円（前年同期は８百万円の使用）となりました。支出の主な内

訳は、有形・無形固定資産の取得による支出3百万円であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、109百万円（前年同期は43百万円の使用）となりました。支出の主な

内訳は、配当金の支払109百万円によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報   

 第３四半期連結累計期間の業績を踏まえ、業績予想の見直しを行った結果、平成22年９月６日に公表いたし

ました「業績予想の修正に関するお知らせ」を修正し、本日平成22年12月10日付「業績予想の修正に関するお

知らせ」において、通期における連結業績予想を修正しました。 

 詳細につきましては、当該プレスリリースをご参照ください。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

・一般債権の貸倒見積高の算定方法  

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

・固定資産の減価償却の算定方法  

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

② 四半期連結財務諸表に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 会計処理基準に関する事項の変更  

・「工事契約に関する会計基準」の適用 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、得意先との合意に基づく請求額により収益及び費用を計

上しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契

約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を第１四半期連結会計期

間より適用し、第１四半期連結会計期間の期首に存在する工事契約を含むすべての工事契約において、当第３

四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準(工事

の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

 これにより 、当第３四半期連結累計期間の売上高は52,928千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益は、それぞれ10,732千円減少しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報

株式会社エプコ（2311）　平成23年１月期　第３四半期決算短信

4



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,573,200 1,593,935

受取手形及び売掛金 397,607 343,141

仕掛品 50,891 －

その他 65,972 70,675

貸倒引当金 △1,662 △1,166

流動資産合計 2,086,008 2,006,586

固定資産   

有形固定資産 162,817 111,732

無形固定資産 47,386 56,614

投資その他の資産 127,944 118,571

固定資産合計 338,148 286,918

資産合計 2,424,157 2,293,504

負債の部   

流動負債   

買掛金 17,016 10,596

未払法人税等 108,493 171,012

賞与引当金 11,840 7,816

事務所移転費用引当金 － 5,420

その他 165,160 120,847

流動負債合計 302,511 315,693

固定負債   

役員退職慰労引当金 15,028 15,028

その他 12,427 6,927

固定負債合計 27,456 21,956

負債合計 329,967 337,649

純資産の部   

株主資本   

資本金 87,232 87,232

資本剰余金 118,032 118,032

利益剰余金 2,091,399 1,945,905

自己株式 △188,683 △188,683

株主資本合計 2,107,980 1,962,486

評価・換算差額等   

為替換算調整勘定 △13,790 △6,631

評価・換算差額等合計 △13,790 △6,631

純資産合計 2,094,190 1,955,855

負債純資産合計 2,424,157 2,293,504
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

売上高 1,673,535 1,913,444

売上原価 933,014 932,169

売上総利益 740,520 981,274

販売費及び一般管理費 310,710 380,038

営業利益 429,810 601,236

営業外収益   

受取利息 1,335 755

為替差益 1,063 －

その他 1,778 1,758

営業外収益合計 4,177 2,513

営業外費用   

売上割引 3,504 －

為替差損 － 735

営業外費用合計 3,504 735

経常利益 430,483 603,014

特別利益   

社宅移転補償金 － 352

特別利益合計 － 352

特別損失   

固定資産除却損 － 137

事務所移転費用 － 8,209

特別損失合計 － 8,346

税金等調整前四半期純利益 430,483 595,020

法人税、住民税及び事業税 190,460 238,331

法人税等の更正、決定等による納付税額又は還付税
額

△19,838 △14,539

法人税等調整額 △4,922 2,295

法人税等合計 165,699 226,086

四半期純利益 264,784 368,933

株式会社エプコ（2311）　平成23年１月期　第３四半期決算短信

6



（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成22年10月31日) 

売上高 630,264 725,847

売上原価 336,957 322,566

売上総利益 293,306 403,281

販売費及び一般管理費 106,285 127,470

営業利益 187,020 275,811

営業外収益   

受取利息 309 262

為替差益 315 －

その他 864 1,539

営業外収益合計 1,489 1,801

営業外費用   

売上割引 1,141 －

為替差損 － 967

営業外費用合計 1,141 967

経常利益 187,368 276,645

特別損失   

固定資産除却損 － 137

特別損失合計 － 137

税金等調整前四半期純利益 187,368 276,508

法人税、住民税及び事業税 84,139 117,535

法人税等調整額 △6,335 △4,344

法人税等合計 77,804 113,190

四半期純利益 109,564 163,317
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 430,483 595,020

減価償却費 39,050 51,047

売上債権の増減額（△は増加） △93,530 △54,212

仕入債務の増減額（△は減少） 20,176 6,394

その他 19,706 1,437

小計 415,887 599,687

利息及び配当金の受取額 1,355 654

社宅移転補償金の受取額 － 3,582

法人税等の支払額 △204,060 △300,758

法人税等の還付額 19,838 14,539

営業活動によるキャッシュ・フロー 233,020 317,705

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △14,146 △93,852

無形固定資産の取得による支出 △14,541 △7,959

その他 △1,137 △8,476

投資活動によるキャッシュ・フロー △29,825 △110,288

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △133,046 △221,445

財務活動によるキャッシュ・フロー △133,046 △221,445

現金及び現金同等物に係る換算差額 363 △6,707

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 70,510 △20,735

現金及び現金同等物の期首残高 1,393,771 1,593,935

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,464,282 1,573,200
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当第３四半期連結会計期間（自平成22年８月１日 至平成22年10月31日） 

  該当事項はありません。 

   

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第３四半期連結会計期間（自平成21年８月１日 至平成21年10月31日） 

  

当第３四半期連結会計期間（自平成22年８月１日 至平成22年10月31日） 

   

前第３四半期連結累計期間（自平成21年２月１日 至平成21年10月31日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
建築設備設計
コンサルティ
ング（千円） 

建築設備申請
監理（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円） 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高  546,216  84,047  630,264  －  630,264

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  － ( ) －  －

計  546,216  84,047  630,264 ( ) －  630,264

営業利益  204,805  18,538  223,343 ( ) 36,322  187,020

  
建築設備設計
コンサルティ
ング（千円） 

建築設備申請
監理（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円） 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高  676,529  49,318  725,847  －  725,847

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  － ( ) －  －

計  676,529  49,318  725,847 ( ) －  725,847

営業利益  315,450  5,773  321,224 ( ) 45,413  275,811

  
建築設備設計
コンサルティ
ング（千円） 

建築設備申請
監理（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円） 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高  1,469,580  203,954  1,673,535  －  1,673,535

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  － ( ) －  －

計  1,469,580  203,954  1,673,535 ( ) －  1,673,535

営業利益  503,100  32,724  535,824 ( ) 106,013  429,810
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当第３四半期連結累計期間（自平成22年２月１日 至平成22年10月31日） 

 （注）１．事業区分は、サービスの種類、性質、販売市場等の類似性を考慮して決定しております。 

２．各事業の主要なサービスの内容 

(1)建築設備設計コンサルティング……低層住宅の建築設備の調査・設計・積算受託業務とそれに伴う設備部

材・工法のコンサルティング業務及び設備工業化部材の加工情報提供

業務並びにカスタマーセンター受託業務 

(2)建築設備申請監理      ……建築設備工事の官公庁申請・監理業務の受託 

３．会計処理の方法の変更 

  当第３四半期連結累計期間  

  (工事契約に関する会計基準及び工事契約に関する会計基準の適用指針) 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間より「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」を適用しておりま

す。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、建築設備申請監理事業の売上高は52,928千円減少

し、建築設備申請監理事業の営業利益は10,732千円減少しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結会計期間（自平成21年８月１日 至平成21年10月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成22年８月１日 至平成22年10月31日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。  

  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年２月１日 至平成21年10月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成22年２月１日 至平成22年10月31日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結会計期間（自平成21年８月１日 至平成21年10月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成22年８月１日 至平成22年10月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。   

  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年２月１日 至平成21年10月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成22年２月１日 至平成22年10月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

  
建築設備設計
コンサルティ
ング（千円） 

建築設備申請
監理（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円） 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高  1,793,472  119,971  1,913,444  －  1,913,444

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  － ( ) －  －

計  1,793,472  119,971  1,913,444 ( ) －  1,913,444

営業利益  724,785  9,566  734,351 ( ) 133,114  601,236

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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  販売の状況（連結）  

 （注）1.本表の金額には、消費税等は含まれておりません。 

    2.セグメント間の取引はありません。 

  

  

  

  

４．補足情報

  （単位：千円）

事業の種類別セグメントの名称 

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年２月１日 
至 平成21年10月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年２月１日 
至 平成22年10月31日） 

金額 構成比 金額 構成比 

建築設備設計

コンサルティ

ング事業 

    ％   ％ 

設備設計・積算業務の受託   1,133,799   67.8   1,381,856   72.2

建築設備に関するコンサルティング   48,950   2.9   43,587   2.3

部材加工情報の提供   118,844   7.1   169,965   8.9

カスタマーセンターサービス   167,985   10.0   198,063   10.3

小計   1,469,580   87.8   1,793,472   93.7

建築設備申請

監理事業 
官公庁申請監理業務の受託   203,954   12.2   119,971   6.3

合計   1,673,535   100.0   1,913,444   100.0
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